




─ 新型コロナウイルスの時代に ─ 
Intersections of the Environmental and Medical Humanities in the Era of 
COVID–19
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Anthropocene」 （3）である。「人新世」は 2000年に Crutzenと Stoermerが提起したコン





2017年 12月号でも「人新世 ─ 地質年代が示す人類と地球の未来」として特集が組ま
れ、また上述の文学・環境学会の学会誌『文学と環境』も 2018年 10月にそのテーマ
を「特集＊人新世」としている （5）。また書籍に目を向けると、『人新世の哲学 ─ 思弁
的実在論以降の「人間の条件」』（篠原雅武、2018年、人文書院）や『エコクリティシ



















イザ 2017 （6）；奥野 2017）、体外環境から体内環境へと取り入れるものとしての「食
food」そして「食の風景 foodscape」（結城 2012）、環境ひいては人間の物質性をも考
える「マテリアリティ」（Alaimo & Hekman 2008；Wilson 2008 （7））、環境と障がいと
の接点を考察する「環境障がい論」（eco–crip；Ray & Sibara 2017）、環境と身体の相互
作用に注目する「超身体性」（transcorporeality；森田 2017a）や「ポストヒューマン」
（Braidotti 2013）、環境とクィア（LGBTQIA） （8）との接点を考察する「クィア・エコ








たは Health Humanities） （9）は「医師および医療従事者の教育を目的とした、生医学
biomedicine以外の学問領域の創造的・知的研究に依拠した学際的研究ならびに教育」
（p.2）と定義される。その射程には「文学研究」「歴史研究」「芸術研究」「哲学」に加え、
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Anthropocene”が 2019年 6月に開催され、筆者も参加している（森田 2020c）。ま
た、患者等の語りに注目した「ナラティブ」（Bartel 2019；Charon 2008；Murray 
2019）や「障がい」（Bartel 2019；Herndl 2005；Shakespeare 2013 （10））「障がい認識論
cripistemology」（Johnson & McRuer 2014）という変数にも目配りをし、加えて「（老
年期の）身体性」（Twigg & Martin 2014）や身体の遺伝的・形態学的差異に係る「種
内 intraspecies」「種間 transspecies」（Shildrick 2019） （11）の観点、摂食障がいと関連し
て「食」（Bartel 2019）、「マテリアリティ」（Herndl 2005；Wilson 2008）、「ポストヒュー
マン」（Murray 2019）、「クィア」（Johnson & McRuer 2014；Viney, Callard & Woods 
2015）、「HIV/AIDS」（Johnson & McRuer 2014）といった変数についても忘れていない。
「環境」もキーワードの 1つであり、病を身体的な現象としてのみならず、環境的また
歴史的な文脈から捉える動きもある（Fitzgerald & Callard 2016）。








































































































































































（8） Lesbian, Gay/Gender Neutral/Gender Queer, B isexual/B igender, Transgender/
Transvestite/Transsexual, Questioning/Queer, Intersex, Allies/Allied/Androgynous/
Agender/Asexual/Aromanticの頭文字を取ったもの。
（9） Medical Humanitiesと Health Humanitiesをほぼ同義に扱う者（Jones, Wear & Friedman 
2014）もいれば、異なるものとして明確に区別する者（Crawford, Brown, Baker, Tischler 
& Abrams 2015；Wagner 2016；対象を医療従事者以外にも広げ、より包括的な学問領域と
して Health Humanitiesの方を捉える）、またMedical and Health HumanitiesやMedical 





（11） Shildrickの論文のタイトルは“（Micro)chimerism, immunity and temporality: Rethinking 





















足立智孝（2009）．「Medical Humanities 教育について ─ 登場背景と教育内容」『Bioethics 
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